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日本人とノーベル賞：日本人初の受賞は天才少年の湯川秀樹 

 

 日本人が最初にノーベル賞を受賞したのは 1949年で、太平洋戦争の敗戦から

４年後であった。米軍の空襲で破壊された町中は廃墟の山であり、食べるもの

もろくになく庶民は生きることに必死だった。 

 

 そこへ日本人として初めて、京都大学教授の湯川秀樹がノーベル賞を受賞し

たニュースが飛び込んできた。42 歳の若さだった。アジア人としてはインドの

作家、ラビンドラナート・タゴール、物理学者のチャンドラセカール・ラマン

に次ぐ 3人目の受賞者となった。 

 

日本国民はこのとき初めてノーベル賞が世界で最も価値ある賞であることを

知った。そして理論物理学という難解な分野で受賞したことに誇りを持つよう

になり、日本人の自信にもつながった。 

 

 湯川は京都で生まれ、大阪に一時住んだことがあるが人生のほとんどは京都

で過ごした。５歳のころ祖父から中国人の書いた漢文の素読を強いられた。祖

父が読む漢文を意味も分からずに口真似して読むのだが、だんだんと慣れ親し

み、大人になってから書物を読むことに何の抵抗もなかったという。 

 

湯川がノーベル賞受賞者になり有名になると、よく揮毫を頼まれた。そんと

きには漢文の素読の体験からか、中国戦国時代の思想家、荘子の「秋水」の最

後の一句からとった「知魚樂」を書いた。 

 

 

ノーベル賞受賞を伝える同時の新聞 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%B4%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%A9%E3%83%9E%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%A9%E3%83%9E%E3%83%B3
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受賞した当時の湯川秀樹 

 

高校生のとき英語で量子論を読む 

 中学に進学したが目立たない少年であり、無口でものを言わない少年だった。

父親からは、「何を考えているか分からん」と言われてこともあった。 

 

しかし湯川は少年時代から秀才で鳴らし、中学を４年で終え、飛び級で三高

（現京都大学）に進学した。１９２４年、高校２年生のころから物理学の文献

を求めて、丸善京都支店の洋書コーナーに通い、数学と物理学の本棚の前で長

く足をとめることが多くなった。 

 

 そこで出会ったのがフリッツ・ライへの「量子論」である。ドイツ語からの

英語訳本だった。湯川は後年、後輩に向かって「高等学校の物理の学力では完

全に理解することは困難だった。分からないことがあればこそ、ライへの書物

は面白かった。それまで読んだどの小説よりも面白かった」と語っている。 

 

 この本で湯川は、マックスプランクが１９００年に唱えた量子仮説から、１

９１３年のボーアによる原子構造とそれに関係する原子と分子、さらに光のス

ペクトルの分光学などを独力で学んだ。 

 

中間子の存在を予言して量子論を発展させる 
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 原子核は、半径が約１×10 のマイナス１４乗メートルという極微小の粒子で

あり、陽子と中性子から構成されている。陽子はプラスの電気を持っているの

で、互いに電気的に反発する作用をする。中性子は中性なので電気的には力を

作用しない。それにもかかわらず、核子が固く凝集しているのは何か別の「核

力」が存在しているからに違いない。 

 

 そう考えた湯川は、その核力をもつ粒子を中間子と呼び、この中間子を陽子

や中性子がキャッチボールをやり取りするように投げあって固く結合している

と考えた。 

 

 湯川の中間子理論は、ハイゼンベルグ、アインシュタイン、チャドウィック

など量子力学を創始した錚々たる先駆者の業績から考え出されたものであり、

量子力学の黎明期に考え出された画期的な理論だった。 

 

半径が約１×10 のマイナス１４乗メートルという極微小の世界で計算すると、

中間子の質量は電子の約２００倍になると湯川ははじき出した。中間子とは、

質量が陽子と電子の中間になることから湯川が付けたものである。 

 

 １９３４年（昭和９年）、湯川は大阪と東京で開催された日本数学物理学会で 

発表し、翌３５年、「素粒子の相互作用について Ⅰ」として英文の学術誌にも

発表した。しかし、湯川論文に対しては反応が鈍く、この年の一月に中間子論

を紹介する短報をイギリスの「ネイチャー」に投稿したが、掲載を拒否されて

いる。 

 ところが一九三七年、アメリカ・カリフォルニア工科大のアンダーソン、ネ

ッダーマイヤーらが、霧箱の中に残した宇宙線の飛跡の中に、電子の約２００

倍の質量を持つ粒子を発見し、湯川理論はにわかに注目を集めることになった。 
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著書「創造への飛躍」（講談社学芸文庫） 

 

次々と受賞者として推薦された湯川 

 湯川が最初にノーベル賞受賞候補者として推薦を受けたのは、１９４０年で

ある。ノーベル賞選考委員会は、湯川の予言した中間子について、詳細に検証

し報告書を書いていることがその後明らかになる。 

 

 第二次世界大戦のあおりで１９４０年から４２年までノーベル物理学賞は受

賞者なしという空白を招く。４１年からは太平洋戦争が始まり、日本は世界の

科学界から孤立する。しかし湯川の業績を正当に評価したのは、電子の波動性

を発見して１９２９年にノーベル物理学賞を受賞したフランスのド・ブロイで

ある。彼は４３、４４年と２年続けて湯川をノーベル賞受賞者として推薦する。 

 

 戦後になってからも、湯川は４５、４６、４８年と相次いで外国の著名な理

論物理学者らから推薦を受け、彼の業績への評価はますます高まることになる。

この評価に決定打を与えたのが、イギリスのパウエルである。宇宙線の中に中

間子を発見して湯川予言の正しさを実証したのである。 

 パウエルは、宇宙の彼方から高エネルギーで地球に飛来する宇宙線の中に、

湯川の予言する中間子があるに違いないと考えた。そこで厚い写真乾板を作り、

高地の天文観測所に一週間放置し、現像して写真乾板の上に残る粒子の飛跡を

調べる手法を考えた。彼は世界中の高地で未知の粒子を求めて実験を繰り返し、 
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１９４７年ついに飛跡を発見する。 

 

 さらに翌４８年には、カリフォルニア大のローレンスらがサイクロトロンと

いう加速器を使って湯川中間子を作り出そうと試みる。パウエルらの発見にヒ

ントを得たローレンスは、サイクロトロンから生まれる飛跡を調べた。果たせ

るかな、ここでも目指す粒子を発見した。宇宙線だけでなく加速器によっても

人工的に中間子を作り出すことに成功し、湯川の予言は間違いないものと認知

されることになる。 

 

 翌４９年、湯川をノーベル賞受賞者として推薦した研究者は、１１人にのぼ

った。このうち締め切りに間に合わなかったために、１人は翌年に回されてい

る。推薦者１０人のうち６人はマサチューセッツ工科大の物理学者だったが、

コロイドの基礎的研究で１９２６年に、ノーベル化学賞を受賞したスウェーデ

ンのスヴェードベリのような大物も推薦した。 

 

 ノーベル物理学賞委員会は、６人が担当して詳細に検討した結果、５人が湯

川の単独授賞に賛成し、１人は実験物理学で中間子の存在を実証した研究者と

湯川の共同授賞にするべきとして反対した。しかし、王立スウェーデン科学ア

カデミーの総会では、委員会の推薦通りに湯川の単独授賞を決定した。 

 

晩年は核廃絶運動に加わる 

 湯川は、太平洋戦争の終了間際に、日本海軍を中心とする原爆開発のプロジ

ェクトチームに入れられるが、このプロジェクトが本格的に動き出す前に終戦

を迎えた。その後湯川は、反核運動に積極的に加わり、核兵器廃絶を訴えたラ

ッセル・アインシュタイン宣言にも共同宣言者として名前を連ねている。 

 

 さらに５７年には核廃絶を掲げる科学者らが参加する第一回パグウォッシュ

会議に出席して、核のない世界を訴えた。 

 

文 馬場錬成 


